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授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 60%
小テスト 20%
平常点 20%

回
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 建設経理
科目基礎情報

土木・造園科 後期
2年次 必修 30時間
2単位 講義

 「建設業経理事務⼠3級」の試験は3⽉上旬の予定（申込みは11⽉半ば〜）。建設業振興基⾦のウェブサイトより各⾃申し込むこと。授業
中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。ただし、授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試
験を受験することができない。

プリント、電卓
担当教員情報

佐藤光宏 実務経験の有無・職種 有・施工管理
学習目的
 施工管理の職に就いた際に必要となる建設経理についての基本的な知識を身につけること、および経理の流れと考え方を理解することを学習目的とす
る。

到達目標
 建設業経理事務⼠3級の試験に合格することを到達目標とする。

教育方法等
 基礎的な建設業簿記・原価計算の手法を修得するため、仕分けの考え方から工事原価の計算、試算表・精算表の作成方法まで解説し、建
設業経理事務⼠３級合格を目指す。

完成工事原価の計算① 工事原価の費目別計算ができる。

評
価
方
法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する。
授業内容の理解度を確認するために実施する。
積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

授業計画（１回〜１５回）
授業内容 各回の到達目標

ガイダンス 建設業経理事務⼠の資格の概要と必要な学習内容を理解する。

完成工事原価の計算② 完成工事原価の計算ができる。

試算表の作成① 試算表の仕組みを理解する。

債権・債務① 完成工事未収入⾦と未完成工事受入⾦、前渡⾦と工事未払⾦について理解する。

債権・債務② 未収入⾦と未払⾦、貸付⾦と借入⾦、立替⾦と預り⾦、仮払⾦と仮受⾦について理解する。

手形取引 約束手形、為替手形、手形の裏書譲渡・割引、手形貸付⾦と手形借入⾦について理解する。

試算表の作成② 試算表が作成できる。

決算① 決算整理事項、損益計算書・賃借対照表について理解する。

現⾦・預⾦ 現⾦、当座預⾦、当座借越、小口現⾦について理解する。

その他の取引 有価証券、有形固定資産、資本取引について理解する。

過去問演習② 建設業経理事務⼠3級の試験合格レベルに達する点数をとることができる。

決算② 精算表の作成ができる。

帳簿 伝票会計について理解する。

過去問演習① 建設業経理事務⼠3級の試験合格レベルに達する点数をとることができる。


